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今後の取組方針（案）

①職員研修

②関連データの収集・分析

③広報や各種会議での議論の喚起

④業種横断的な好事例の横展開

省横断的な取組

個別分野ごとの取組

ジェンダー平等の意義･重要性を理解し、施策・事業の改善に必要な着眼点などを習得できるよ
う、効果的な教材を作成し、研修を実施する。

ジェンダー平等の観点から政策や事業を企画立案できるよう、男女で異なる課題等の客観的な
把握に必要な関連データの収集・分析を推進する。

自治体や民間においても、ジェンダー平等の取組が自発的に行われるよう、広報や各種会議を
通じて、議論の喚起に努める。

所管業界における女性活躍の先進事例等の好事例を広く共有･横展開させる。その際、同一業
界内にとどまることなく、業種の垣根を越えて、国土交通省の所管業界への横展開を目指す。

「懇談会」等で提案されたアイデアを確認し、直ちに取り組めるものには、早速対応に着手する。

既存の政策･事業を対象として、ジェンダー平等の観点から順次点検を行い、可能なものから、
令和８年度予算や制度など必要な措置を講じる。

★ 上記方針に基づく取組状況について、次回本部において報告

⇒詳細は次頁

⇒（例） パーソントリップ調査の男女別データと分析



○ 職員が、ジェンダー平等の意義･重要性、ジェンダー主流化とは何か、交通・まちづくりにおいて女性のニーズが十
分に反映されていない弊害とその改善によるメリットなどを、国内外の先進事例とともに理解することができる教材の
作成、研修を行う。

○ 教材の作成プロセスにおいては、国内外の関係機関が発行する文献資料を参照するほか、女性の目線で交通・ま
ちづくりを研究する有識者にヒアリングも行って作成する。

ジェンダー主流化に関する職員への意識啓発

参考とする関係機関発行の文献資料（例） 国内外の先進事例

…UN WOMEN（国連女性機関）が発行した
パンフレット。ジェンダー主流化の考え方やジェン
ダー平等の実現に向けたアプローチ等が示されて
いる資料。

○Gender mainstreaming: A 
global strategy for achieving 
gender equality and the 
empowerment of women and 
girls（発行：UN WOMEN）

…JICA（国際協力機構）が発行した手引書。
開発援助事業において、計画・実践・評価の段
階でジェンダーの視点を組み込む方法が記載さ
れている資料。

○JICA事業におけるジェンダー主流化
のための手引き（発行：JICA）

○国内事例（WILLER(高速バス)）
…女性が利用しやすい商品やサービスを開発し、女性利用者が増加。

○国外事例（スウェーデン カルマル市）
…夜間にバス停以外でも運転手に停車を依
頼できる「ナイトストップ」を導入した結果、夜間
でも公共交通機関を利用する人の割合が急
増し、継続的な措置として定着。

ジェンダーと交通に関するセミナー（令和6年7月25日開催）村瀨茂高 WILLER株式会社代表取締役 講演資料から抜粋



ジェンダー主流化に関するポータルサイトの設置

○ 国土交通分野におけるジェンダー主流化に関するポータルサイトを設置し、業界団体や関係者が取
組を推進する上で役立つ情報を一元的に発信。

県全域での妊婦タクシー
（滋賀県タクシー協会）

＜コンテンツ例＞
○ジェンダー主流化の考え方 ○国土交通省の取組
○自治体・事業者等の関係者における好事例 ○国際機関（国際交通フォーラム（ITF）等）の研究結果

＜関係者における好事例＞

＜国際機関の研究結果＞

交通政策のためのジェンダー主
流化ツールキット（ITF）

＜国土交通省の取組＞
～妊産婦や子ども連れの方の移動の利便性の向上～

～女性の就業・定着促進～

ワーキングマザー向け
マッチングアプリ（JR東日本）プライバシーが保たれるように

配慮された授乳室
車椅子使用者用とは別に妊産婦等を
対象とした優先駐車区画

トラガール促進プロ
ジェクト

建設業における女性
活躍の促進

女性タクシードライバーの
応援企業認定制度


